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め
ら
れ
ま
し
た
。
故
高
野
尚
会
長
の

時
碑
の
裏
に
芳
名
板
設
置
、
稲
垣

一
良
会
長
は
会
報
「
椰
子
の
樹
」
の

発
刊
、
横
田
久
前
会
長
は
「
嗚
呼

戦
友
の
碑
」
の
改
修
な
ど
歴
代
の

会
長
・
役
員
・
会
員
の
方
々
が
一
致

団
結
し
て
事
に
当
た
り
、
当
会
の

運
営
は
順
調
に
推
移
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
運
営
主
体
を
次
世
代
の

三
世
（
孫
）
以
降
に
如
何
に
継
承
し

て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
創
立
以
来

当
会
は
毎
年
７
月
の
最
終
日
曜
日

に
、
３
，
４
０
０
余
柱
が
眠
る
県
護

國
神
社
で
の
慰
霊
大
祭
を
催
行
す

る
と
共
に
、
昭
和
52
年
に
始
ま
っ
た

現
地
へ
の
慰
霊
巡
拝
を
実
施
、
55
年

に
は
コ
イ
キ
ン
マ
リ
ッ
ク
の
丘
に
観

音
像
を
祀
り
、
巡
拝
も
今
年
で
39

回
目
と
な
り
ま
す
。
半
世
紀
に
わ

た
り
絶
え
る
こ
と
無
く
慰
霊
の
誠

を
捧
げ
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
偏ひ

と
えに

先

輩
・
現
役
員
・
会
員
の
方
々
の
会
に

対
す
る
熱
意
と
ご
支
援
の
賜
と
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
多
数

の
犠
牲
者
を
出
し
た
あ
の
悲
惨
で

忌
ま
わ
し
い
先
の
大
戦
の
記
憶
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
全
世
界
が
戦
争
の

な
い
平
和
な
社
会
の
実
現
に
努
め
て

い
く
こ
と
が
私
ど
も
に
課
せ
ら
れ
た

責
務
で
す
。

今
年
の
慰
霊
大
祭
に
は
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
写
真
展
と
記
念
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。
ど

う
か
皆
様
ご
家
族
お
揃
い
で
ご
参

加
頂
き
盛
大
な
慰
霊
祭
に
な
る
よ

う
ご
協
力
下
さ
い
。

木
々
の
緑
も
日
増
し
に
色
濃
く
、

吹
く
風
も
さ
わ
や
か
な
良
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
お
健
や
か
な
日
々

を
お
過
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま

す
。
さ
て
私
ど
も
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
会
は
、
お
陰
様
で
設
立
50
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
る
７
月
の
慰
霊
大
祭
は
第
50
回

の
記
念
す
べ
き
大
祭
と
な
り
ま
す
。

当
会
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

昭
和
44
年
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
線
で

生
還
さ
れ
た
戦
友
の
皆
さ
ん
の
お
骨

折
り
で
、
亡
き
戦
友
を
悼い

た
み
慰
霊
の

た
め
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友
会

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

初
代
会
長
故
大
久
保
豊
様
は
20

余
年
会
長
を
務
め
ら
れ
、
熱
き
情

熱
と
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
会
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
５
年
故
土
屋
利
喜
太
会

長
時
代
に
戦
友
会
と
二
世
会
（
子

供
世
代
）
を
合
併
さ
れ
、
組
織
の
強

化
・
充
実
を
図
ら
れ
現
名
称
に
改

神
社
の
神
域
で
、
南
十

字
星
の
下
に
散
華
し
た

ご
英
霊
の
慰
霊
と
顕
彰
の
場
と
し

て
の
役
割
を
未
来
に
繋
い
で
い
る
。

（
昨
年
の
戦
没
者
慰
霊
大
祭
の
日
　

碑
前
に
佇
む
会
員
の
皆
さ
ん
）

　

40
余
年
の
長
き
に
渡
り
風
雪
に

耐
え
、
遺
族
と
共
に
歩
ん
で
き
た

慰
霊
碑
は
４
年
前
に
全
面
改
修
さ

れ
た
。
耐
震
や
景
観
に
も
配
慮
し

た
石
碑
は
面
目
を
一
新
、
県
護
國

　

新
生
「
嗚
呼
戦
友
」
の
碑

　
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者

　
慰
霊
大
祭
50
回　

節
目
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
　
会
長
　
本
田 

昌
彦

戦没者慰霊大祭50回記念事業
「南十字星の島」ニューギニア写真展開催
　会員の皆様が現地慰霊巡拝などで撮影した写真
中心に、約 30 点の作品を四ツ切りサイズでパネ
ル展示いたします。
会場は護國神社内・美須々会館
　　　７月 29 日（AM ９：00 〜 PM ３：00）

記念講演会の開催
講　師：皇學館大学教授　　中山　郁 氏
演　題：「慰霊巡拝の過去、現在、未来」

写真展作品公募します
テーマ：ニューギニアの現地で撮影した作品。現
地慰霊祭、学校訪問、風景・動植物、祭り（シンシン）、
子どもたちなど現地の人々、戦争の痕跡など。
作　品：カラー・白黒プリント単写真に限る。写
真サイズはＬ判または 2L 判
撮影者・場所、写真説明を必ず記入してください。
応募締切：６月 15 日（金）必着。応募は１人３
点以内とし、応募多数の場合は、実行委員会で展
示作品を選定します。
応募先：〒 381-2215 長野市稲里町中氷鉋 559-2
　　　　大久保　寛憲（事務局）
返　却：応募写真は、後日応募者に返却します。
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遺
骨
収
集
事
業
の
前
段
と
し
て
行

わ
れ
る
現
地
調
査
は
、
昨
年
設
立
し

た
「
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協

会
」
が
で
き
る
前
は
、
厚
労
省
か
ら

日
本
遺
族
会
が
委
託
を
受
け
「
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友
・
遺
族
会
」
な

ど
が
中
心
に
行
っ
て
お
り
、
培
っ
て

き
た
情
報
収
集
資
料
は
多
く
を
数
え
、

現
地
調
査
で
の
糧
と
な
り
、
遺
骨
収

集
事
業
の
道
標
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
推
進
協
会
の
小
林
氏
を

団
長
と
し
、同
じ
く
協
会
の
梅
森
氏・

日
本
遺
族
会
よ
り
岡
部
氏
・
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友
・
遺
族
会
の
森

本
氏
、
大
久
保
の
５
名
と
既
報
の
通

り
現
地
ス
タ
ッ
フ
６
名
の
11
名
で
の

行
動
で
あ
っ
た
。

昭
和
30
年
に
初
め
て
国
に
よ
る

収
集
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
戦

友
の
方
々
の
自
発
的
な
遺
骨
収
集
や

情
報
聴
取
、
そ
し
て
現
地
の
人
々
か

ら
の
情
報
も
大
い
に
参
考
と
し
て
今

日
ま
で
き
た
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が

今
と
な
っ
て
は
時
間
が
経
ち
す
ぎ
記

憶
も
薄
れ
、
土
地
の
形
状
の
変
化
な

ど
で
難
航
し
て
い
る
、
少
な
い
情
報

の
中
か
ら
何
と
か
糸
口
を
探
り
つ
つ
、

行
動
し
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

問
題
点
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、

情
報
提
供
の
際
、
遺
骨
発
掘
の
際
、

遺
骨
引
渡
し
の
際
、
そ
の
何
れ
も
法

外
な
金
銭
要
求
が
多
々
あ
る
こ
と
も
、

訪
問
、
新
情
報
な
し
、
ブ
ー
ツ
慰
霊

碑
拝
礼
、
ブ
ー
ツ
民
泊
。

11
月
17
日
・
ボ
ー
ト
で
タ
ラ
ワ
イ
島
、

ワ
リ
ス
島
へ
、
ワ
リ
ス
で
は
新
情
報

を
得
る
、
次
回
試
掘
で
き
る
よ
う

地
権
者
に
協
力
要
請
。

タ
ラ
ワ
イ
島
民
泊
。

11
月
18
日
・
ボ
ー
ト
で
ブ
ー
ツ
着
ソ

ナ
ム
集
落
訪
問
、
当
会
建
立
の
慰

霊
碑
に
線
香
手
向
け
拝
礼
、
周
囲

は
花
が
植
え
ら
れ
て
、
よ
く
整
備
さ

れ
て
い
て
、
感
動
す
る
。

　

マ
タ
パ
ウ
訪
問
、
合
計
６
柱
受
領

坂
東
川
に
て
休
息
し
拝
礼
。
ア
イ
タ

ベ
着
PM
５
・
50

11
月
19
日
・
レ
ミ
エ
ン
村
に
て
情
報

を
基
に
試
掘
、
15
～
20
センチ
掘
り
ご

遺
骨
確
認
し
現
場
保
存
を
お
願
い

し
、
本
日
の
作
業
終
了
す
。

11
月
20
日
・
ア
イ
タ
ベ
行
政
府
表

敬
訪
問
、
昨
日
の
現
場
で
頭
骨
９

体
収
容
、
ウ
エ
ワ
ク
ま
で
の
帰
途

所
要
時
間
の
関
係
で
撤
収
。
ウ
エ

ワ
ク
着
・
PM
８
・
30

11
月
21
日
・
新
た
に
現
地
ガ
イ
ド

１
名
参
加
、
ウ
エ
ワ
ク
周
辺
情
報

問
題
だ
。

組
織
だ
っ
た
遺
骨
収
集
の
始
ま
る

前
の
、
良
か
れ
と
思
っ
て
行
っ
て
い

た
金
銭
や
物
品
授
受
が
今
と
な
っ
て

は
、
大
き
な
高
く
厚
い
壁
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
事
実
だ
。

今
回
、
情
報
収
集
を
行
っ
た
場

所
と
結
果
は
、
時
系
列
に
以
下
の
通

り
概
要
の
み
記
載
。

11
月
11
日
・
成
田
空
港
よ
り
出
国
。

11
月
12
日
・
AM 

11
・
50
宿
泊
地
バ

ニ
モ
着
・
国
境
視
察
・
ウ
ト
ン
村
訪

問
村
長
不
在
。

11
月
13
日
・
サ
ン
ダ
ウ
ン
州
政
府
訪

問
、
ス
コ
シ
オ
村
・
イ
ン
ビ
ニ
ス
村

訪
問
、
有
力
情
報
な
し
。

11
月
14
日・ウ
エ
ワ
ク
移
動
便
欠
航
・

宿
舎
に
て
イ
ン
ホ
メ
ー
シ
ョ
ン
資
料

作
成
作
業
。

11
月
15
日
・
東
セ
ピ
ッ
ク
州
政
府
表

敬
訪
問
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ヒ
ル
ズ
、
ボ

イ
キ
ン
村
、
ア
ワ
イ
ン
村
、
八
幡
山

麓
情
報
収
集
。

11
月
16
日
・
オ
ギ
ナ
ラ
、
ク
プ
レ
ン

収
集
す
る
も
、
地
権
者
同
士
の
争

い
、
金
銭
的
な
問
題
、
当
方
の
対

応
の
不
備
な
ど
有
り
収
穫
な
し
。

11
月
22
日
・
マ
ブ
リ
ッ
ク
へ
移
動

途
中
、
マ
リ
ン
に
て
情
報
提
供
者

と
接
触
す
る
が
収
穫
な
し
。
マ
ブ

リ
ッ
ク
着
PM
５
・
30

11
月
23
日
・
マ
ブ
リ
ッ
ク
行
政
府
表

敬
訪
問
。
ミ
ラ
ク
、
ア
ミ
イ
方
面
情

報
収
集
。

11
月
24
日
・
ジ
ャ
メ
集
落
訪
問
、
情

報
提
供
者
を
長
時
間
待
機
、
提
供

遺
骨
の
鑑
定
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
長
時

間
を
要
す
。

11
月
25
日
・
ウ
ル
ッ
プ
訪
問
、
３
柱

受
領
。
第
20
師
団
朝
２
０
６
２
部

隊
玉
砕
の
地
、
慰
霊
碑
に
線
香
を

手
向
け
、
礼
拝
。

11
月
26
日
・
大
草
原
地
帯
キ
ニ
ヤ
ン

ボ
、
砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
の
様
に
点
在

す
る
小
集
落
訪
問
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
用
紙
配
布
。

11
月
27
日
・
マ
ブ
リ
ッ
ク
よ
り
ウ
エ

ワ
ク
に
移
動
、
ウ
エ
ワ
ク
ホ
テ
ル
の

ご
遺
骨
安
置
室
へ
今
回
収
容
し
た

19
柱
を
納
め
拝
礼
す
る
。

11
月
28
日
・
首
都
モ
レ
ス
ビ
ー
へ
の

航
空
機
欠
航
。
大
使
館
へ
の
表
敬

な
ど
他
の
行
事
も
キ
ャ
ン
セ
ル
。
ウ

エ
ワ
ク
連
泊
。

11
月
29
日
・
PM
２
・
00
ジ
ャ
ッ
ク
ソ

ン
国
際
空
港
よ
り
帰
途
へ
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
雑
記

◆
バ
ニ
モ
で
は
森
林
開
発
が
進
み
結

果
、
奥
地
ま
で
木
材
運
搬
用
の
道

路
が
整
備
さ
れ
、
現
地
の
方
々
も

住
み
慣
れ
た
土
地
を
追
わ
れ
、
補

償
と
し
て
建
て
ら
れ
た
住
宅
も
板

壁
、
ト
タ
ン
葺
き
の
家
と
な
っ
た
。

又
、パ
ー
ム
ヤ
シ
（
洗
剤
油
抽
出
）

の
栽
培
が
大
が
か
り
で
進
行
中
。

◆
20
日
の
ア
イ
タ
ベ
か
ら
の
帰
路
車

の
揺
れ
に
任
せ
て
、
幾
つ
の
川
を

渡
る
か
、
そ
し
て
橋
の
架
か
っ

て
い
る
の
は
幾
つ
か
数
え
て
み
た
。

ボ
イ
キ
ン
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
夕
暮

れ
が
進
み
、
全
て
が
判
明
で
き
な

か
っ
た
が
、
結
果
、
橋
の
架
か
っ

て
い
た
箇
所
は
42
カ
所
、
橋
が
な

く
車
で
川
を
渡
っ
た
箇
所
が
58
カ

所
だ
っ
た
。
参
考
に
全
行
程
の
走

行
距
離
を
知
り
た
か
っ
た
が
、
ど

う
い
う
訳
か
、
車
の
メ
ー
タ
ー
の

積
算
計
は
封
印
さ
れ
て
い
た
。

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

遺
骨
収
集
事
業

第
三
次
派
遣
報
告 

事
務
局
長 

大
久
保 

寛
憲

　
　 
　
　
平
成
29
年
11
月
　
現
地
調
査
実
施

長
年
当
会
の
慰
霊
巡
拝
で
は
、

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
、
ウ
エ
ワ

ク
ホ
テ
ル
の
川
畑
静
さ
ん
が
４
月

10
日
、
享
年
91
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

立
教
大
観
光
学
部
教
授
の
豊
田

由
貴
夫
氏
が
世
話
人
と
な
り
、
お

別
れ
の
会
が
４
月
29
日
、
東
京
池

袋
、
東
明
飯
店
で
行
わ
れ
、
奥
様
、

次
女
マ
ー
シ
ャ
さ
ん
の
お
子
様
、

３
女
ミ
ハ
ル
さ
ん
ら
が
出
席
し
た
。

当
会
か
ら
は
、
土
屋
顧
問
、
原

副
会
長
、
山
岸
幸
子
氏
、
山
岸
靖

志
の
４
名
が
出
席
し
、
日
時
変
更

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
、
総
数

30
名
弱
で
行
わ
れ
た
。
心
よ
り
御

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  

川
畑
氏
逝
く

PNGとインドネシア国境のインドネシア側の門

ソナム集落の慰霊碑
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と
書
か
れ
、
当
時
の
小
口
守
一

下
諏
訪
町
長
や
孝
人
さ
ん
の
父
、

兄
の
名
前
の
ほ
か
、
関
係
者
70

人
が
寄
せ
書
き
さ
れ
て
い
る
。

町
に
よ
る
と
、
日
章
旗
を
持
っ

て
い
た
の
は
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
に
住
む
ト
ニ
ー
・
エ
ス
ポ
ジ
ー

ト
さ
ん
（
94
）。
元
米
海
軍
掃
海

艇
の
乗
組
員
と
し
て
、
沖
縄
戦
に

加
わ
っ
た
。
や
は
り
元
米
兵
だ
っ

た
親
族
か
ら
２
年
前
に
受
け
継

い
だ
。

ト
ニ
ー
さ
ん
は
「
旗
を
遺
族
の

元
に
返
し
た
い
」
と
昨
年
12
月
、

現
地
の
日
本
人
の
新
聞
記
者
に

依
頼
し
た
。
連
絡
を
受
け
た
町
と

町
遺
族
会
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

孝
人
さ
ん
は
洋
太
郎
さ
ん
の
叔

父
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

小
口
さ
ん
の
所
属
は
歩
兵
第

２
３
９
連
隊
。
中
国
大
陸
を
転
戦

後
、
昭
和
18
年
２
月
約
４
１
０
０

人
が
、
ウ
エ
ワ
ク
に
上
陸
。
マ

ダ
ン
、
ハ
ン
サ
、
セ
ピ
ッ
ク
大
湿

地
帯
な
ど
想
像
を
絶
す
る
難
路

を
行
軍
し
、
昭
和
19
年
７
月
第

18
軍
最
後
の
組
織
的
攻
撃
・
ア

イ
タ
ペ
作
戦
で
多
く
の
戦
死
者

を
出
し
た
。

終
戦
後
の
昭
和
21
年
１
月
、
内

地
生
還
者
は
わ
ず
か
１
７
９
人

（
４
％
）
だ
っ
た
。

洋
太
郎
さ
ん
に
よ
る
と
、
孝
人

さ
ん
は
10
人
き
ょ
う
だ
い
の
９

番
目
、
25
歳
だ
っ
た
１
９
４
３
年

先
の
大
戦
に
お
い
て
、ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
で
戦
死
し
た
下
諏
訪
町

出
身
の
元
日
本
兵
、
小
口
孝
人

さ
ん
が
出
征
時
に
携
え
て
い
っ

た
日
章
旗
が
、
死
後
74
年
を
経

て
こ
の
程
、
同
町
を
通
じ
て
お

い
の
小
口
洋
太
郎
さ
ん
（
74
）

に
返
還
さ
れ
た
。

日
章
旗
は
縦
67
センチ
、
横

１
０
０
センチ
で
、
白
地
の
部
分

に
「
祈
健
勝　

小
口
孝
人
君
」

12
月
の
ラ
ム
川
・
ケ
ト
バ
に
お
け

る
戦
闘
で
戦
死
し
た
と
さ
れ
る
。

日
章
旗
を
前
に
洋
太
郎
さ
ん

は
「
感
無
量
。
父
が
生
き
て
い

た
ら
ど
ん
な
に
か
喜
ん
だ
か
わ

か
ら
な
い
。
大
勢
の
人
々
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
日
の
丸

は
感
慨
深
い
、
ア
メ
リ
カ
に
は
お

礼
の
手
紙
を
出
し
た
」
と
話
し
た
。

青
木
悟
下
諏
訪
町
長
も
「
当

時
を
振
り
返
り
、
平
和
の
大
切

さ
を
感
じ
る
良
い
機
会
と
な
る
。

日
章
旗
は
８
月
15
日
町
主
催
の

戦
没
者
追
悼
式
で
、
遺
族
の
方
々

そ
れ
に
参
列
す
る
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
に
披
露
し
た
い
」
と

語
っ
て
い
る
。

TOPICS
時
の
話
題

日章旗74年経て帰郷
ニューギニアから

持ち主　下諏訪町出身の小口孝人さん

写
真
＝
帰
郷
し
た
日
章
旗
を
前
に
　

感
無
量
の
小
口
洋
太
郎
さ
ん

　
　（
下
諏
訪
町
矢
木
東
の
自
宅
で
）

ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
の
在
Ｐ
Ｎ

Ｇ
日
本
大
使
館
の
移
転
新
築
工
事

が
終
わ
り
、
３
月
26
日
か
ら
業
務

を
開
始
し
た
。

新
し
い
大
使
館
は
、
首
都
の
官

庁
街
に
あ
た
る
ワ
イ
ガ
イ
地
区
に

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
事
務
所
、

公
邸
、
官
員
宿
舎
が
同
一
敷
地
内

に
集
約
さ
れ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と

効
率
性
が
向
上
し
た
。

中
嶋
敏
特
命
全
権
大
使
は
「
首

相
府
、
外
務
貿
易
省
、
各
国
大
使

館
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に

な
り
ま
し
た
。
慰
霊
巡
拝
な
ど
の

機
会
に
、
皆
様
の
来
館
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

ワイガイ地区に完成した新大使館

日
本
大
使
館

移
転
新
築

大
地
震
や
火
山
島
大
噴
火

Ｐ
Ｎ
Ｇ
各
地
で

�

大
き
な
被
害

在PNG今
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
方
で
、
火

山
の
大
爆
発
や
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7･5
の
大
地
震
が
起
き
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
。

爆
発
的
に
噴
火
し
た
の
は
東
セ

ピ
ッ
ク
州
の
マ
ダ
ン
の
北
東
25
キロ

沖
の
ガ
ド
バ
ー
島
、１
５
０
０
人
の

島
民
が
本
土
へ
避
難
し
て
い
る
。

ま
た
、
２
月
26
日
未
明
、
ハ
イ

ラ
ン
ド
地
方
で
大
地
震
が
発
生
、

メ
ン
デ
ィ
、
マ
ウ
ン
ト
ハ
ー
ゲ
ン
、

ゴ
ロ
カ
な
ど
を
中
心
に
大
き
な
被

害
が
出
た
。

ガ
ド
バ
ー
島
の
火
山
噴
火
は
、

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
激
し
い

噴
火
活
動
が
あ
り
、
ラ
バ
ウ
ル

火
山
観
測
所
に
よ
る
と
、
標
高

３
６
５
メートル
の
山
頂
火
口
か
ら
火

山
ガ
ス
と
溶
岩
の
流
出
が
続
い

て
い
る
。

東
セ
ピ
ッ
ク
州
の
ア
ラ
ン
・

バ
ー
ド
知
事
は
「
当
分
の
間
島
民

の
帰
還
は
難
し
い
」
の
見
解
を
示

し
て
い
る
。

噴火するガドバー島
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◎
県
護
國
神
社
で
鳥
居
再
建
事
業

　

長
野
県
護
國
神
社
で
は
昨
秋

10
月
、
台
風
21
号
で
倒
壊
し
た

第
二
鳥
居
と
、
老
朽
の
著
し
い

第
一
鳥
居
、
脇
鳥
居
の
再
建
事

業
を
、
神
社
創
建
80
周
年
の
記

念
事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
な
り
、
広
く
県
下
各
方
面
に

趣
意
書
を
配
布
し
協
力
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

◎
パ
プ
ア
大
地
震

　
現
地
へ
の
義
援
金
に
協
力

　

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
山
岳
地

帯
で
発
生
し
た
大
地
震
災
害
に

対
し
て
、
当
会
は
日
本
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
協
会
の
被
災
者

救
済
事
業
に
協
力
し
、
義
援
金

３
万
円
を
拠
出
し
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
総
額
74
万
円
を
現
地

大
使
館
を
通
じ
て
Ｐ
Ｎ
Ｇ
赤
十

字
へ
４
月
23
日
贈
呈
し
ま
し
た
。

▼
事
務
局
か
ら
▲

☆
長
野
県
護
國
神
社
で
の
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者
慰
霊
大
祭
が
、

今
年
で
50
回
の
節
目
を
迎
え
る
。

神
事
に
合
わ
せ
記
念
講
演
会
と
会

員
の
皆
様
が
、
慰
霊
巡
拝
で
撮
影

し
た
写
真
展
の
開
催
を
準
備
し
て

い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

☆
昨
年
末
、
３
週
間
に
わ
た
り
現

地
遺
骨
収
集
帰
還
事
業
に
参
加
さ

れ
た
大
久
保
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し

た
。
事
務
局
長
と
し
て
多
忙
な
中

で
、
国
の
遺
骨
収
集
事
業
に
参
加

さ
れ
、
少
な
い
情
報
を
頼
り
に
ご

遺
骨
の
収
集
に
努
め
る
様
子
は
報

告
書
の
行
間
に
に
じ
み
出
て
い
ま
す
。

多
く
の
未
帰
還
の
遺
骨
と
共
に
、
密

林
の
中
で
朽
ち
果
て
る
ま
ま
の
旧
日

本
軍
の
航
空
機
や
大
砲
な
ど
の
兵

器
の
残
骸
も
何
と
か
処
理
で
き
な
い

も
の
か
と
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

☆
ウ
エ
ワ
ク
ホ
テ
ル
の
川
畑
静
さ

ん
が
、
91
歳
で
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

生
涯
の
大
半
を
異
郷
の
地
で
戦
没

者
慰
霊
や
遺
骨
収
集
活
動
に
尽
力

さ
れ
、
当
会
の
現
地
慰
霊
巡
拝
の

旅
で
も
長
い
間
定
宿
と
し
て
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

発
展
途
上
国
の
ホ
テ
ル
で
あ
り

停
電
や
断
水
は
日
常
茶
飯
事
の
こ

と
、
シ
ャ
ワ
ー
室
の
壁
を
這
う
ヤ
モ

リ
に
悲
鳴
を
上
げ
た
の
も
、
懐
か

し
い
思
い
出
で
す
。
心
よ
り
感
謝

し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

 

（
Ｙ
・
Ｅ
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平
成
30
年
度
第
50
回

�

通
常
総
会
の
報
告

第
50
回
通
常
総
会
は
、
２
月
11

日
信
州
浅
間
温
泉
・「
ホ
テ
ル
小

柳
」
で
開
催
し
た
。

総
会
は
、
午
後
２
時
に
成
澤
副

会
長
の
開
会
の
言
葉
で
始
ま
り
、

南
十
字
星
の
も
と
に
眠
る
多
く
の

英
霊
と
、
会
員
物
故
者
に
対
し
て

黙
と
う
を
捧
げ
た
。

本
田
会
長
は
挨
拶
の
中
で

「
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
は
、
今
年
設

立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
戦
没
者

の
慰
霊
と
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
等
関
連
す
る
国
々
の
国
民

と
の
友
好
親
善
の
促
進
を
図
る

こ
と
も
で
き
た
。

全
国
的
に
見
て
も
、
県
単
位
で

こ
う
し
た
活
動
を
続
け
る
団
体
は

な
い
中
で
、
戦
友
会
な
ど
先
人
の

熱
い
思
い
を
二
世
会
が
受
け
継
ぎ
、

さ
ら
に
次
世
代
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

今
年
は
大
き
な
節
目
の
年
で
あ

り
、
夏
の
戦
没
者
慰
霊
大
祭
に
合

わ
せ
て
思
い
出
に
残
る
記
念
事
業

を
計
画
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

引
き
続
い
て
本
田
会
長
が
議
長

席
に
つ
き
、
議
事
に
入
り

・
平
成
29
年
度
事
業
報
告
、

・
総
額
１
，
５
１
７
，
９
８
７
円

の
決
算
報
告
、

・
平
成
30
年
度
事
業
計
画
、

・
総
額
１
，
８
１
１
，
０
０
０
円

の
予
算
案
、

・
会
則
の
一
部
改
正

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。

◆
平
成
30
年
度
の

　
　
　
　
　
主
な
事
業
計
画

一
、
第
50
会
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

戦
没
者
慰
霊
大
祭

　
　

平
成
30
年
７
月
29
日
（
日
）

　
　

長
野
県
護
國
神
社（
松
本
市
）

二
、
第
39
回
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

方
面
慰
霊
巡
拝
団
派
遣

　
　

８
月
～
９
月
ま
で
の
期
間

に
実
施

　
　

第
４
回
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

方
面
慰
霊
巡
拝
団
派
遣

　
　

実
施
時
期
未
定

三
、
会
報
「
椰
子
の
樹
」
年
２
回

発
刊

　
　

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
運
用

四
、
第
51
回
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
会
通
常
総
会
開
催

　
　

平
成
31
年
２
月
11
日

　
　

会
場
：
未
定

◆
平
成
30
年
度
予
算

　

総
額
１
，
８
１
１
，
０
０
０
円

　
　

主
な
予
算
（
単
位　

千
円
）

　
　
　
　

慰
霊
大
祭
費　

４
９
２

　
　
　
　

慰
霊
巡
拝
費　

３
１
０

　
　
　
　

総
会
費　
　
　

２
３
０

　
　
　
　

役
員
会
議
費　

２
１
５

　
　
　
　

広
報
費　
　
　

２
２
９

　
　
　
　

交
際
費　
　
　

１
１
０

　
　
　
　

事
務
費　
　
　

１
２
５

　
　
　
　

予
備
費　
　
　

１
０
０

◆
平
成
29
・
30
年
度
役
員

会
長　

本
田
昌
彦
ほ
か
全
役

員
が
就
任
２
年
目
に
入
り
ま

し
た
。

第50回総会で挨拶をする本田会長

★
出
発
日　

９
月
８
日
（
土
）

★
帰
国
日　

９
月
15
日
（
土
）

★
訪
問
地　

ご
英
霊
が
戦
没
し
た
、
ゆ
か
り
の
場
所
を

　
　
　
　
　

訪
問
出
来
る
よ
う
に
、
出
来
る
だ
け
配
慮
致
し
ま
す
。

★
旅
行
経
費　

46
万
～
50
万

★
募
集
人
員　

15
名

★
主
催
会
社　
（
株
）
Ｗ
Ｂ
Ｃ　

☎
０
３ｰ

３
５
８
８ｰ

０
７
７
１

★
募
集
締
め
切
り　

７
月
末
迄

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

事
務
局
・
大
久
保

　

☎
０
２
６ｰ

２
８
６ｰ

２
８
１
０

現
地
慰
霊
巡
拝
団
募
集


